
京都大学大学院医学研究科

医科学修士選択必修科目

「医学研究技術実習」説明会

2020年4月14日（火）

会場：医学部Ａ棟１階 A114号室

「医学研究技術実習」に関する問い合わせ先

医学研究科 医学研究支援センター （内線：4418）

E-mail: info@support-center.med.kyoto-u.ac.jp

*本年度の説明会は中止となりました。



多様なバックグラウンドを持つ医科学専攻の学生が

様々な実験機器・技術の基礎を理解し

その知識を元として、的確に研究目的に必要とする

実験技術を選択・利用できるようになることを目指す

実験技術に関する幅広い知識を身につけ、

キャリア構築に於ける選択の幅を広げる

「医学研究技術実習」の目的

医学研究支援センターが主催する”共用研究機器説明会“や

シンポジウムを受講します。

目的達成のために・・・



■病院西構内

遺伝情報解析室

ドラッグディスカバリーセンター

質量分析室

蛍光生体イメージング室

マウス行動解析室小動物MRI室 合成展開支援室

医学研究支援センターについて
吉田キャンパスに7分室、カリフォルニア大学サンディエゴ校に1分室
を持ち、研究支援活動を行っています。
（詳細はホームページをご覧ください）
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医学研究支援センター利用状況
センターの機器・説明会を修士課程の研究活動に役立ててください。
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「医学研究技術実習」風景

Illumina iScan操作実習

マイクロアレイデータ解析ソフトウェア

GeneSpringGX操作実習

関西地区化合物スクリーニング講習会（実習）

現役の研究者と一緒に

講習を受けます



「医学研究技術実習」単位認定には

特定のシンポジウム参加も含まれます

＜昨年度の例＞

第2回 創薬医学シンポジウム

第5回 バイオ・フロンティア

プラットフォームシンポジウム

「オープンイノベーションから創薬へ」

学内外の著名な研究者の最先端研究紹介と共に、

センター利用者より、センターの機器・受託解析を

活用して得られた研究成果を報告していただきました

受講認定されるシンポジウムには

該当する旨記載されています



受講方法詳細



1. 年間を通じて所定の時間数（60時間）以上講習会に参加し、講習

会ごとにレポートを提出すること。

2. 履修者には出席簿を配付するので、講習会出席の際には必ず持参

すること（配布資料にあります）。

3. 資料は当日配布。

4. 出席簿は2021年2月5日（金）までに、医学研究支援センターに提

出すること。

5. 成績は実習状況・レポート内容を総合的に判断し、評価を行う。

「医学研究技術実習」履修完了条件

参考：平成26年度の単位取得学生数：2名（受講登録者4名中）1月末終了

平成27年度の単位取得学生数：1名（受講登録者1名中）12月終了

平成29年度の単位取得学生数：2名（受講登録者4名中）1月末終了

平成30年度の単位取得学生数：1名（受講登録者1名中）1月終了

*本年度より、通年2単位の実習となりました。
（昨年は、通年1単位、所要時間数：30時間）



1 単位対象となるのは「医学研究技術実習」の案内が記載されている説

明会・講習会・シンポジウムなどのみ（原則日本語、一部英語）

2 単位対象時間はポスターに記載

3 先行申し込みを必要とする説明会の場合、申し込みメールに「医学研

究技術実習単位希望の有無」を記載すること

4 当日受付にて出席簿に押印を受けるとともに、レポート用紙を受け取

る。提出〆切はレポート用紙上に記載（原則2週間後）

5 レポートは医学研究支援センター（解剖センター4階）に持ち込み提

出。学内便不可。出席とレポート提出がそろって初めて該当時間の受

講完了とする

「医学研究技術実習」受講方法



案内
HP

連絡用
メール
アドレス

この説明会は「2020年度
医学研究技術実習」

受講時間にカウントされます

受講時間：＊＊時間

原則ポスターにこの表示のある講習会がカウントされます

2020年度 医学研究技術実習案内



参考：例年開催される説明会（抜粋）

操作説明会/実習

顕微鏡実習（共焦点顕微鏡 TCS SP8等：2時間）

フローサイトメトリー（BD FACSAriaIIIセルソーター等：16時間）

次世代シーケンサーIonProtonライブラリ作成（RNA-seq用等：8時間）

マイクロアレイ操作実習（Affymetrixマイクロアレイ：8時間）

マイクロアレイデータ解析ソフトウェア操作実習（GeneSpringGX：7時間）

多検体画像解析（ThermoFisher Scientific ArrayScan VTI：4時間）

細胞呼吸測定（SeahorseBioscience細胞外フラックスアナライザー：7時間）

関西地区化合物スクリーニング講習会（実習：7時間） 等

概要説明会（座学、各回約2-4時間程度）

マイクロアレイ（Illumina iScan、Affymetrix、Agilent ）

次世代シーケンサー（IonProton）

フローサイトメトリー解析講習会

関西地区化合物スクリーニング講習会（座学） 等



NGSデータハンドリング実習について

• 現在の生命医科学で広く用いられる高速シークエンサーデータ(RNA-seq)の解析方法を
学ぶ実習

• 午前2時間のUNIX操作実習 ＋午後3.5時間のmRNA-seq解析実習 の合計5.5時間
• 実習後に提示される課題に正答すれば、認定証を発行
• 毎回3倍以上の競争率です 希望者が多ければ「医学研究技術実習」登録者専用の実
習を開催します



講習会案内掲載箇所（１）

URL: http://support-center.med.kyoto-u.ac.jp/SupportCenter/

支援センター

利用登録をすると

直接講習会情報が届きます

講習会案内は

医学部内周知メールでも

連絡されます

講習会案内はセンターHPの

「News」欄に

最新情報が掲載されます



講習会案内掲載箇所（2）

URL: http://www.med.kyoto-u.ac.jp/faculty/kyoumu/class-exam/

講習会案内は

教務情報HPでも連絡されます



授業外学習（予習復習等）

受講希望者は講習会参加事前に、機器名・技術名から

必要な情報を参考図書・インターネット等で取得し、

注目点・疑問点を整理しておくことが望ましい。

また、説明会で用いられる機器のほとんどが医学研究

支援センターに設置されており、講習会後自身の研究

の必要に応じて利用することが望ましい。

せっかく使えるようになったのだから

使わなくては損！



医学研究支援センター利用について

• 開室時間： 9：30〜17：00

• 時間外利用：

解剖センター4階

上記時間以外で、事前に申し込まれた方のみ

（入口のテンキー暗証番号をお知らせします：定期的に変更）

医薬系総合研究棟

機器利用申請後、カードキー登録が終わった方のみ利用可能

• 入館時間：

解剖センター4階：8：00〜20：00（退館は20：00以降でも可能）

医薬系総合研究棟：8：00〜18：00（退館は18：00以降でも可能）

その他利用ルール等はセンターHPを参照ください



解剖センター入棟について

東側入口から入り、
エレベーターまたは階段で

4階までお越しください。
解錠時間：８：００〜２０：００

西側入り口からは
当センターに

たどり着けません。



医薬系総合研究棟入棟について

医薬系総合研究棟1F Entrance Hall
Open8:00-18:00

Weekdays

Entrance Hall
Open:8:00-18:00

Weekdays 

Exit only
(24h) 

Elevator Hall
Open:8:00-18:00 

Weekdays 

医薬系総合研究棟５F

Elevator Hall 
Drug Discovery Center/

Common Lab 



最後に

本年度は、新型コロナウィルスの流行拡大のため、説明会

のスケジュールに混乱が生じることが予想されます。

最新の情報は医学研究支援センターホームページ、教務の

ホームページで随時確認をしてください。

（初回の説明会は早くとも5月以降になる見込みです。）

オンライン形式での説明会も検討しています。


